
世界を変えた大発明

ラジオ

インターネットやテレビがメディアの主流になった今も災害時には頼れる存在!

プライベートを充実させる！
料理を楽しめば、
　人や地球にも良い効果が !?

在宅時間を使って料理に関心を持つ人が増えているようです
特 集

特集 第6回

連載 第5回
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トリプルアニバーサリーイヤー

日本をもっと元気よく JAIFAはこれからも、全国の被災地支援に取り組んでいきます
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『Present』9月号は、
スマートフォンでも
読むことができます。

生命保険の学習サイト
JAIFA学習帖
ご活用ください





昭20・29・38・47・56・平2・11 昭19・28・37・46・55・平元・10 昭18・27・36・45・54・63・平9

昭17・26・35・44・53・62・平8 昭16・25・34・43・52・61・平7 昭15・24・33・42・51・60・平6

昭14・23・32・41・50・59・平5 昭13・22・31・40・49・58・平4・13 昭12・21・30・39・48・57・平3・12

平成 6 年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊
誌への執筆、ラジオ、テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット
上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒 180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

マダム晶子

自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性
気学。人は、生まれたときの「気」によって、九つ
の性に分けられます。「気」は生まれ年ごとにより
違い、それによって「本命性」が決まります。運勢
に影響を与える本命性を知って、あなたの潜在力
を活かしませんか ?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。今月の運勢

年頭に立てた願いが叶います。願望達成の時
です。あらゆるところで物事の整理整頓がで
きるようです。色々と他からの助言などで迷
いが生じやすくなっていますが、今月は思い
切って自分の思うとおりの行動をしましょう。
自分の気も周囲の気も最高の時なのです。ビ
ジネス運は千客万来。あなたの信用は遠くま
で良い噂となり広がります。金銭運はもう少
し後から出てきます。社交運は最高でモテモ
テ。人気上昇中です。交際は現状維持が一番。
開運★北大吉方位～ここで営業活動を。
（良い情報が入る。旧知の知り合いなどからの支
援あり）

躍進の時を迎えて元気よく動き回りたい時で
すが、動きは今一つ渋滞気味。思うように動け
ない時は再生復興に力を入れ、もう一度案件
をテーブルに載せて結果を出しましょう。確
率は高いですから。ビジネス運は整理整頓が
できたところからGOサインで進みましょう。
思いのほか紹介話が舞い込みそうな気配あり。
社交運はお誘いが多いのですが、あなたの希
望は叶いません。お付き合いはほどほどが無
難です。
開運★南大吉方位～遠方泊まり可（家族旅行をし
ましょう）。
（これまでのケジメが付く。新しい事に出会う）

今月はすこぶる元気いっぱいで過ごせます。
勢いの出る月です。活動期に入り何かと良い
リズムに乗っての活動が多くなりますが、反
面、体調の変化やアンバランス故の行動も起
こりやすく、身体にはくれぐれも要注意です。
充分気を付けましょう。なるべく基本に沿っ
て動く事です。ビジネス運は脇目も振らずに
動くことが1ヵ月のテーマです。金銭運には結
構恵まれます。社交運は新しい動きはありま
せんので現状維持です。
開運★西大吉方位～夏休みを兼ねて是非開運旅行に。
（営業利益がアップ、家族が揃って幸せモードになれる)

一時停止ができるチャンスの時。今までの垢
を取り去り、心身にビタミン補給をしてあげ
る時。今月は中々お仕事モードにはなりませ
んが、何もしなくても最後はキチンと帳尻が
付くので幸運の1ヵ月です。ビジネス運は一休
みをして体制を整え、次へのステップを踏む
時です。自らも心がけて紹介や家族間からの
支援をもらいましょう。金銭運は営業利益が
伸びている事から、多少の恩恵があります。社
交運は遊びに心を奪われて散財しそうです。
用心しないと来月は大赤字の暗示ありです。
開運★東北大吉方位～家族で開運旅行を是非。
（来月の備えになる、社交的でその上金運アップする）

衰運の最後の月です。気力がないから、体力ま
で底をつくような辛いとき。辛抱するより他
に方法はありません。今月のあなたの準備や
考え方次第で運気は一気に上昇していきます
から、気持ちを立てなおし心身共にビタミン
補給をして備えましょう。ビジネス運は行動
と考え方がアンバランスなので何かとチグハ
グに展開してしまいます。焦らないで落ち着
いて次への備えを第一にしましょう。金銭運
は辛抱以外に道は開きません。社交運は少し
だけ旧知の人との交流が望めそうです。
開運★吉方位なしの1ヵ月～先祖供養をしましょう。
（お墓参りは先祖供養が一番の効果が上がる。渋滞が消える）

離合集散の1ヵ月。今月のあなたの状況は、運
気がアンバランスな上に何かと言動や振る舞
いが目立ちます。やる事なす事が周囲の目に
触れてしまいます。仲間や、親しい人との別れ
なども生じやすい時ですから、ストレスにな
らないように気を付けましょう。ビジネス運
は自己PRの効き目が良い時ですから、しっか
り広告宣伝しましょう。金銭運は持ち込まれ
るお金や営業利益に良い知らせが入ります。
社交運は良好。古い友人知人などとの交流が
盛んになります。
開運★西大吉方位～ここで営業活動や商談を。
（営業利益がアップする。上司や目上の目にとまる）

2022 年 9 月節 9.8▶10.7

盛運の一期目、今月は自分の気も行動もピン
ト外れです。その上、あなたを取り巻く周囲の
状況も良くありません。運気は非常に弱い時
ですから、慎重に対応を。ビジネス運は来月に
備えての準備をしておきましょう。特に母親
や年配の女性方には「奉仕することは宝なり」
です。手伝いの気持ちを伝えておきましょう。
金銭運は仕込みの時です。計画的に無駄を省
きましょう。社交運は再会に期待大ですから
吉方位を使い訪ねてみましょう。
開運★西大吉方位～旅行や親孝行に最適。
（金銭的に良い出会いあり、金運アップする）

運勢階段の最上階で過ごす今月は、非常に居
心地が良くないのです。その為に腰が落ち着
かないです。大勝利で入る最高の場所は動き
をさらに伸ばす事はできません。今までの反
省をしつつ謙虚に振る舞う事が大事なのです。
ビジネス運は自分の足元をしっかり固めて、
内部強化を計りましょう。金銭運は良くあり
ませんので無駄を省く事が優先です。社交運
も良くないですから、誰彼かまわずお付き合
いするのもほどほどにしましょう。
開運★北大吉方位～ここで商談を。
（二度の作用が起きてラッキーチャンスの恩恵を
いただける）

変化厳禁の1ヵ月。一気に流れを変えたいあ
なた。少しでも自分の望む変化や変革をした
いのですが、自ら流れを変えてはいけません。
たちまち良い気が減少します。幸い今月は自
分の気も行動も的確ですから、現状維持で過
ごす事。ビジネス運は取り巻く周囲の状況が
最高に良い時。目上運や上司運にも恵まれて
おり協調姿勢が効を奏します。いつものマイ
ペースは表面に出さないようにしましょう。
金銭運良好です。社交運は現状維持で新しい
動きをしない事です。
開運★南吉方位～ここで商談や営業活動をしましょう
（グループ、組織からの恩恵あり、親類縁者からの応援を得る）



「Present」の語源には「現代・今」という意味があります。
一人ひとりの大切な今日に感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

今月の
表 紙

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に広報
誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314
E-mail info@jaifa.or.jp

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。生命保険の知識の向上と一般消費者の利益保護を図り、

国民生活を守るため、公正・適正な業務の運営を目的とし
た生命保険募集人の公益団体であり、生命保険ファイナン
シャルアドバイザーとして活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors
公益社団法人 

生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会
【JAIFA（ジェイファ）】とは

※ 2022 年の Present は、地球環境の保全保護を考
慮し、大豆油から作られたソイインクと適切に管
理された森林から出された FSC の製品を使用して
います。

2022 年 JAIFA は創立 60 周年を迎えます。
JAIFA は、コロナ禍を乗り越えた時代に向かってこれか
らも邁進していきます。

トリプルアニバーサリーイヤー
1962 年   創　　 　　 立 ＜ 60周年＞
2002年   名 称 変 更 ＜ 20周年 ＞
「社団法人全日本生命保険外務員協会」から「社団法
人生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会」へ

　　　　　　　　2012 年 公益社団法人認定 ＜10周年＞
トリプルアニバーサリーイヤー

エアコンの使用により換気が不十分になる場合において、
エアロゾル感染（ウイルスを含んだ空中に浮遊する粒子
を吸引することによる感染）の対策として、換気の重要
性が再認識されています。

https://corona.go.jp/emergency/pdf/kanki_teigen_2220719.pdf
※ 詳細は新型コロナウイルス等感染症対策推進室（内閣官房）ホームページ「感染拡大防止の

ための効果的な換気について」（新型コロナウイルス感染症対策分科会）をご参照ください。

新型コロナウイルス感染症予防のために

公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

理事長　金井　敬司

一人ひとりの協力で
永続的社会貢献活動を続けていきましょう。

累計総額　5億8,218万5,857円
令和4年度 募金現在額は 163万 8,005円です （令和4年7月31日現在）

今年度以降も、毎年“1月31日生命保険の日”に全国一斉贈呈式を継続してまいります!

/2022
～今年度の表紙は福岡にゆかりがある写真を掲載しています～
福岡タワー　福岡市早良区のシーサイドももち地区にある観光名所。海浜タワーとしては日本一の高さ
を誇り全長 234 ｍ。平成元年、福岡市制 100 周年記念で開催された「アジア太平洋博覧会（よかトピア）」
のモニュメントとして建てられた。最上階の展望室は福岡の風景を 360 度のパノラマで楽しめる。四季
折々のアートイルミネーションの演出も豊富。

 マダム晶子の九性気学で 今日から開運
02 特集　第 6 回　プライベートを充実させる！ 
 料理を楽しめば、人や地球にも良い効果が !?
06 連載　第 5 回　世界を変えた大発明 
 ラジオ
08 第 89 回　ゼロから学ぶ税金講座 
 何が違う？― iDeCo と NISA（前編）
10 第 237 回　ありがとう生命保険 
 ～中学生作文コンクール入賞作品より～ 
 ｢ロイヤルストレートフラッシュと生命保険」 
 福岡県　上智福岡中学校　2 学年　溝口　奏真

12 第 66 回　社会保険 Q&A 
  75 歳で後期高齢者に、年下の妻の健康保険は？

13 第 126 回　桐生純子の愛され力　コミュニケーション術 
  【素敵な人がやっている小さな習慣】 

～意志ある心の声が主役～
14 第 120 回　心のかけはし 
  お客様のドラえもんになりたい 

～個々のお客様にあわせた 
　　　　　　情報提供をするための工夫～

18 第 138 回　思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 
  使い方に気をつけて！ 

クレジットカードの信用力が落ちる行為
20 2022 年 JAIFA 年次大会 in 福岡 
  参加者募集開始のご案内

9

01 2022  |  September



特 集

第　 回
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？
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り
ま
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。
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に
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取
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さ
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ま
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ま
な
要
因
か
ら
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す
か
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こ
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と
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と
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家
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圧
迫
し
か
ね
ま
せ
ん
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少
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手
間
は
か
か
り
ま
す
が
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食
材
を
無
駄
な
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利

用
し
て
料
理
を
作
る
こ
と
で
、
先
述
の
よ
う
な

心
身
へ
の
効
果
と
と
も
に
、
家
計
防
衛
に
も
大

き
く
役
立
つ
も
の
で
す
。

食
育
と
は
？
そ
の
大
切
さ
は
？

偏
食
な
ど
食
生
活
の
乱
れ
に
伴
う
健
康
へ
の

懸
念
か
ら
、
「
食
育
」
と
い
う
言
葉
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大
人
に
と
っ

て
も
長
寿
社
会
を
生
き
抜
く
上
で
大
切
な
こ
と

で
す
。

食
育
と
は
、
食
に
関
す
る
知
識
や
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
食
を
選
択
す
る
力
を
身
に
つ
け
、
健
全

な
食
生
活
を
実
現
す
る
た
め
の
教
え
を
言
い
ま

す
。
食
育
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
不
適
切
な
食

事
の
摂
り
方
、
海
外
へ
の
食
料
依
存
、
食
品
の

安
全
性
な
ど
、
食
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
も

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
不
規
則
な
食
事
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
乱
れ
に
伴
う
肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
増
加
、

行
き
過
ぎ
た
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
高
齢
者
の
栄
養
不

足
の
問
題
な
ど
で
す
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
年
齢
を
問
わ
ず
健
康
を
維
持
し
、
健
全

な
食
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
食
育
が
重
要
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

食育がもたらす効果

● 心身の健康を維持できる
●  食事の重要性や楽しさを理解できるようになる
● 食べ物の選択や食事が作れるようになる
● 一緒に食べることで社会性が育まれる
●  食材や食材を作る人への感謝の気持が生まれる
●  日本の食文化を理解し継承することができる

＊政府広報オンラインを参考に作成
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　プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を

　充
実
さ
せ
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
寄
与
す
る

料
理
づ
く
り

世
界
中
の
人
々
が
い
つ
ま
で
も

安
定
し
た
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
持
続
可
能
な
世
界
的
目

標
を
定
め
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
。
こ

の
中
に
は
、
「
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」

「
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任
」

「
す
べ
て
の
ひ
と
に
健
康
と
福
祉

を
」
と
い
っ
た
、
料
理
と
関
連
す

る
目
標
も
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

料
理
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
で
き
る

こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
食
品
ロ
ス
を
な
く
す
】

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
状
態
な
の
に

も
関
わ
ら
ず
、
廃
棄
さ
れ
て
し
ま

う
「
食
品
ロ
ス
」
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
世
界
中
で
作
ら
れ
る

食
料
の
お
よ
そ
3
割
は
廃
棄
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

日
本
で
は
、
農
林
水
産
省
の

デ
ー
タ
で
見
る
と
、
令
和
元
年
度

の
食
品
ロ
ス
量
の
推
計
値
は
約
５
７
０
万
ト
ン

（
食
品
関
連
事
業
者
約
３
０
９
万
ト
ン
、
一
般

家
庭
約
２
６
１
万
ト
ン
）
。
こ
れ
を
国
民
一

人
あ
た
り
で
見
て
み
る
と
、
１
日
あ
た
り
約

１
２
４
グ
ラ
ム
（
ご
飯
お
茶
碗
一
杯
程
度
）
、

年
間
で
は
約
４
５
キ
ロ
に
な
り
ま
す
。

食
品
ロ
ス
の
主
な
原
因
と
し
て
は
、
食
材
を

買
い
過
ぎ
て
使
い
切
れ
な
い
、
料
理
の
作
り
す

ぎ
に
よ
る
食
べ
残
し
な
ど
の
理
由
で
廃
棄
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

と
は
い
え
先
述
の
食
品
ロ
ス
量
は
平
成
24
年

に
推
計
を
開
始
し
て
以
来
最
少
で
、
徐
々
に
で

は
あ
り
ま
す
が
、
食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
取
り
組
み

や
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

【
規
格
外
の
野
菜
を
購
入
す
る
】

野
菜
は
、
市
場
に
効
率
的
に
流
通
さ
せ
る
関

係
か
ら
、
大
き
さ
・
形
・
色
な
ど
を
定
め
た

「
規
格
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
規
格
か
ら
外
れ

て
し
ま
っ
た
野
菜
は
、
「
規
格
外
野
菜
」
と
し

て
扱
わ
れ
、
店
舗
に
並
ぶ
こ
と
な
く
、
加
工
食

品
や
カ
ッ
ト
野
菜
と
し
て
利
用
さ
れ
る
以
外
は

廃
棄
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
店
舗
に
は
形
や
大
き

さ
な
ど
が
整
っ
た
野
菜
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

仕事やお付き合いなど忙しい毎日を過ごし、疲れて自宅へ帰ってくると、料理を作ることが面
倒になってしまうものです。とはいえ、外食ばかりを続けていては栄養バランスが崩れ、家計
の負担も増してしまいます。
そんな人たちに向けて、心身ともに健康的な生活を送るために、料理研究家の土井善晴氏は、�
「一汁一菜でよい」と提案しています。
一汁一菜とは、ご飯・味噌汁・漬物を原点とする食事の型です。ご飯を炊き、具だくさんの味噌
汁を作って菜（おかず）も兼ねます。これが、伝統的な和食の型で、準備も簡単で手間もかからず、
毎日食べ続けても健康的に過ごせる料理であると説きます。
味噌汁の具は何でもよく、季節の野菜や肉、魚、豆腐などをそのときどきで利用します。ご飯
を炊くのが面倒なら、パンでも一汁一菜は実現できます。
料理に時間をかけられない人、シンプルで健康的な食生活を求める人にはおすすめの一汁一菜。
興味のある方は、著書を読んで料理の参考にすることをおすすめします。「一汁一菜は、思想
や美学、日本人の生き方にも通じるもの」という言葉は、まさに料理の根幹をなす言葉として
心に響きます。� 参考：『一汁一菜で良いという提案』（土井善晴・新潮文庫）

料理研究家がすすめる「一汁一菜」とは？
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　プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を

　充
実
さ
せ
る

「
傷
が
つ
い
て
い
る
」
「
曲
が
っ
て
い
る
」

「
細
す
ぎ
る
」
な
ど
の
野
菜
は
、
規
格
外
野
菜

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
野
菜
の
味
や
品
質

に
は
影
響
し
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
見
た
目
の
問

題
や
先
述
の
よ
う
な
流
通
の
効
率
化
に
よ
り
、

一
定
量
の
規
格
外
野
菜
が
存
在
す
る
の
で
す
。

私
た
ち
消
費
者
に
で
き
る
こ
と
は
、
見
た
目

の
よ
い
き
れ
い
な
野
菜
だ
け
で
は
な
く
、
規
格

外
野
菜
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
最

近
で
は
、
食
品
ロ
ス
な
ど
問
題
意
識
の
高
ま
り

も
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
、
道
の
駅
な

ど
で
規
格
外
野
菜
が
安
く
販
売
さ
れ
て
い
た
り
、

規
格
外
野
菜
を
取
り
扱
う
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

味
は
何
ら
変
わ
ら
な
い
の
に
、
捨
て
ら
れ
て

し
ま
う
の
は
い
か
に
も
残
念
で
す
ね
。
こ
れ
か

ら
は
、
買
い
物
時
に
は
、
規
格
外
野
菜
が
な
い

か
ど
う
か
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
物

価
高
の
い
ま
、
家
計
防
衛
に
も
な
り
ま
す
し
、

個
々
が
取
り
組
め
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
通
じ
る
も
の

で
す
。

「
消
費
期
限
」と「
賞
味
期
限
」の

違
い
を
知
っ
て
お
こ
う
！

食
品
に
は
、
美
味
し
く
安
全
に
食
べ
ら
れ
る

期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
食
品
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
見
る
と
「
賞
味
期
限
」
や
「
消
費
期
限
」

の
表
示
が
あ
り
ま
す
。

【
賞
味
期
限
】

未
開
封
の
状
態
で
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
記
載
の

保
存
方
法
守
っ
た
場
合
、
記
載
さ
れ
て
い
る
期

日
ま
で
は
、
「
品
質
も
変
わ
ら
ず
美
味
し
く
食

べ
ら
れ
る
」
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
と
は
い

え
、
こ
の
期
限
が
過
ぎ
た
ら
食
べ
ら
れ
な
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や

ス
ナ
ッ
ク
系
の
お
菓
子
、
缶
詰
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
飲
料
な
ど
、
比
較
的
傷
み
に
く
い
食
品
に
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
消
費
期
限
】

未
開
封
の
状
態
で
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
記
載
の

保
存
方
法
守
っ
た
場
合
、
記
載
さ
れ
て
い
る

期
日
ま
で
は
、
「
安
全
に
食
べ
ら
れ
る
」
こ

と
を
表
し
て
い
ま
す
。
肉
類
や
惣
菜
、
サ
ン
ド

ウ
ィ
ッ
チ
、
弁
当
、
ケ
ー
キ
、
生
の
麺
類
な
ど
、

品
質
の
劣
化
が
速
く
、
痛
み
や
す
い
食
品
に
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
費
期
限
を
過
ぎ
た
食
品

は
、
な
る
べ
く
食
べ
な
い
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
基
本
的
な
保
存
方
法
を

守
り
な
が
ら
、
開
封
し
た
場
合
は
な
る
べ
く
早

く
、
表
示
の
期
限
内
に
食
べ
切
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
美
味
し
く
食
べ
れ
ま
す
し
、
食
品
ロ
ス

の
減
少
に
も
繋
が
り
ま
す
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
期

限
表
示
も
「
年
月
日
」
ま
で
表
示
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
賞
味
期
限
に
つ
い
て
は
、
製
造
日
か
ら
3

か
月
を
越
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
「
年
月
」
で

表
示
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
食
」
と
い
う
文
字
は
、
“
人
を
良
く
す

る
”
と
書
き
ま
す
。
食
べ
る
こ
と
は
、
す
な
わ

ち
生
き
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
な
り

に
料
理
を
楽
し
む
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
食
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
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て
電
波
の
存
在
を
実
証
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
ヘ
ル
ツ
は
そ
れ
ま
で
存
在
は
予
言
さ
れ
て

い
た
も
の
の
目
に
見
え
ず
触
る
こ
と
も
で
き
な

か
っ
た
電
波
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
す
。

こ
の
ヘ
ル
ツ
の
成
果
を
も
と
に
、
イ
タ
リ
ア
の
電

気
技
術
者
・
マ
ル
コ
ー
ニ
が
1
8
9
5
年
に
無

線
電
信
の
実
験
に
成
功
。
マ
ル
コ
ー
ニ
の
電
信
は

モ
ー
ル
ス
信
号
を
用
い
た
単
純
な
信
号
し
か
送

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
物
理
的
に
繋

が
っ
て
い
な
い
相
手
に
電
波
で
情
報
を
送
る
と
い

う
ア
イ
デ
ア
は
画
期
的
で
あ
り
、
電
波
利
用
に

関
す
る
研
究
が
さ
ら
に
急
速
に
進
み
ま
し
た
。

そ
し
て
1
9
0
0
年
に
は
、
か
つ
て
エ
ジ
ソ

ン
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
た
カ
ナ
ダ
人
電
気

世
界
初
放
送
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ

世
界
初
放
送
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ

地
域
密
着
の
生
放
送
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と

リ
ス
ナ
ー
の
距
離
感
な
ど
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
と
は

一
味
異
な
る
親
し
み
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
魅
力
の
ラ
ジ
オ
。
そ
の
歴
史
は
、
1
8
8
8
年

に
ド
イ
ツ
の
物
理
学
者
・
ヘ
ル
ツ
が
実
験
に
よ
っ

技
師
・
フ
ェ
ッ
セ
ン
デ
ン
が
電
波
を
使
っ
た
音

声
通
信
の
実
験
に
成
功
。
さ
ら
に
フ
ェ
ッ
セ
ン

デ
ン
は
1
9
0
6
年
12
月
24
日
の
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ブ
に
、
自
宅
に
作
っ
た
無
線
局
か
ら
レ
コ
ー

ド
演
奏
や
聖
書
の
朗
読
を
電
波
に
乗
せ
て
流
す

公
開
実
験
を
行
っ
て
実
用
的
な
放
送
に
も
成
功

し
ま
し
た
。
当
時
の
一
般
家
庭
に
は
ラ
ジ
オ
受

信
機
が
な
か
っ
た
た
め
、
放
送
を
聴
く
こ
と
が

で
き
た
の
は
船
の
無
線
技
師
た
ち
な
ど
限
ら
れ

た
人
た
ち
だ
け
で
し
た
が
、
限
定
的
な
が
ら
も

不
特
定
多
数
に
向
け
た
放
送
を
実
現
さ
せ
た

フ
ェ
ッ
セ
ン
デ
ン
は
、
そ
の
功
績
か
ら
ラ
ジ
オ

放
送
の
父
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

新
聞
に
変
わ
る

新
聞
に
変
わ
る  

新
し
い
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

新
し
い
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

フ
ェ
ッ
セ
ン
デ
ン
の
ラ
ジ
オ
放
送
実
験
の
成

功
と
同
時
期
に
は
、
電
波
の
増
幅
や
音
声
信
号

の
取
り
出
し
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
電
気
部

品
・
真
空
管
も
発
明
さ
れ
ま
し
た
。
真
空
管
の

誕
生
に
よ
り
長
距
離
間
で
も
高
品
質
な
音
声
を

安
定
し
て
届
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
ラ
ジ

オ
放
送
の
技
術
は
格
段
に
進
歩
し
ま
し
た
。
そ

誕生によって私達の生活を一変させた革新的なテクノロジーを紹介する「世界を変えた
大発明」。前回ご紹介したインターネットに続いて今回取り上げるのは、インターネッ
トと同じく電気の世界を舞台に情報を伝えるラジオ。現代
社会において、ラジオが生み出した「電波に音や声を乗せて
無線で情報を届ける技術」の恩恵を受けない日はありません。

5

ラジオ

フェッセンデンが1906年の実験で使用 
した交流発電式送信機
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し
て
1
9
2
0
年
11
月
2
日
、
世
界
初
の
公
共

ラ
ジ
オ
放
送
局
と
い
わ
れ
る
K
D
K
A
局
が
ア

メ
リ
カ
で
開
局
し
、
そ
の
日
行
わ
れ
て
い
た
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
選
挙
の
開
票
結
果
を
電

波
通
信
で
中
継
。
新
聞
よ
り
も
早
く
広
い
範
囲

に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
を
伝
達
で
き
る
新
し

い
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
誕
生
し
た
瞬
間
で
し
た
。

K
D
K
A
局
が
行
っ
た
ラ
ジ
オ
に
よ
る

ニ
ュ
ー
ス
放
送
の
成
果
は
世
界
中
で
大
き
な
反

響
を
呼
び
、
初
放
送
か
ら
わ
ず
か
2
年
後
に
は

ア
メ
リ
カ
だ
け
で
5
6
9
局
も
の
ラ
ジ
オ
局
が

開
局
し
た
そ
う
。
ラ
ジ
オ
放
送
で
広
告
を
流
し

て
広
告
収
入
を
得
る
「
民
間
放
送
」
と
い
う
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
こ
の
頃
に
誕
生
し
ま
し
た
。

一
方
、
日
本
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
放
送
は
、
東

京
・
芝
浦
に
あ
っ
た
東
京
高
等
工
芸
学
校
（
現
・

東
京
工
業
大
学
附
属
科
学
技
術
高
等
学
校
）
の

図
書
室
を
拠
点
と
し
て
、
1
9
2
5
年
３
月
22

日
に
東
京
放
送
局
が
仮
放
送
を
行
っ
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
そ
の
後
同
年
６
月
に
は
大
阪
放
送
局
、

７
月
に
は
名
古
屋
放
送
局
も
相
次
い
で
開
局
し

ま
し
た
が
、
翌
年
1
9
2
6
年
に
東
京
・
大
阪
・

名
古
屋
の
３
局
が
一
本
化
さ
れ
、
N
H
K
の
前

身
に
あ
た
る
社
団
法
人
日
本
放
送
協
会
が
発
足
。

1
9
5
0
年
に
民
間
放
送
の
設
立
が
認
め
ら
れ

る
と
、
新
日
本
放
送
（
現
・
毎
日
放
送
）
や
ラ
ジ

オ
東
京
（
現
・
T
B
S
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
な

ど
、
日
本
各
地
で
民
間
放
送
が
開
局
し
ま
し
た
。

日
本
の
ラ
ジ
オ
に
訪
れ
る

日
本
の
ラ
ジ
オ
に
訪
れ
る  

大
き
な
変
化

大
き
な
変
化

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
ラ
ジ
オ
番
組
が
聴
け

る
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
配
信
を
は
じ
め
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
休
校
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
な
ど
に

よ
り
ラ
ジ
オ
を
聴
く
若
年
層
が
増
加
し
た
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
多
様
化
に
よ
っ
て
ラ

ジ
オ
の
聴
取
率
は
年
々
低
下
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
に
あ
る
47
局
の
民
放
A

M
ラ
ジ
オ
局
の
う

ち
44
局
が
、
放
送
設
備
の
老
朽
化
や
放
送
コ
ス

ト
の
問
題
か
ら
2
0
2
8
年
秋
ま
で
に
F

M
局

へ
の
転
換
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
F

M
放
送
の
送

信
所
は
高
台
に
設
置
さ
れ
る
事
が
多
い
た
め
、
海

岸
部
の
災
害
の
影
響
を
受
け
に
く
い
と
い
う
利

点
が
あ
り
ま
す
が
、
ラ
ジ
オ
を
聴
く
手
段
が
減

る
と
い
う
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

フ
ェ
ッ
セ
ン
デ
ン
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
放

送
か
ら
約
1
2
0
年
が
経
ち
、
目
ま
ぐ
る
し
い

進
歩
を
遂
げ
た
現
代
社
会
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
テ
レ
ビ
が
メ
デ
ィ
ア
の
主
流
と
な
っ
た
現
代

に
お
い
て
も
災
害
時
に
情
報
を
得
る
方
法
と
し

て
高
い
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ラ
ジ

オ
が
突
然
な
く
な
る
こ
と
は
な
く
て
も
、
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は

心
に
留
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。出典： 総務省ホームページ 

（https://www.soumu.go.jp/main_content/000517855.pdf）
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最
近
、
i
D
e
C
o
と
か
N
I
S
A
と

か
、
よ
く
目
に
し
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
何
な

の
で
す
か
？　

金
融
商
品
の
ひ
と
つ
な
の
で

す
か
？両

方
と
も
個
別
の
金
融
商
品
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
資
産
形
成

―
わ
か
り
や
す

く
い
え
ば
、
お
金
を
貯
め
る
た
め
の
制
度
だ

よ
。
i
D
e
C
o
も
N
I
S
A
も
、
そ
の

仕
組
み
の
な
か
で
、
個
別
の
金
融
商
品
、
た

と
え
ば
株
式
や
投
資
信
託
な
ど
に
投
資
し
て

自
分
で
運
用
す
る

変
額
個
人
年
金

資
産
運
用
す
る
ん
だ
。

な
ぜ
そ
ん
な
仕
組
み
が
あ
る
ん
で
す
か
？

投
資
や
資
産
形
成
を
促
す
目
的
で
設
け

ら
れ
て
い
る
。
両
方
と
も
税
金
上
の
優
遇
措

置
が
あ
る
こ
と
で
、
資
産
運
用
に
プ
ラ
ス
に

働
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

資
産
運
用
で
儲
か
っ
て
も
税
金
が
か
か

ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

細
か
い
点
は
あ
と
で
説
明
す
る
け
れ
ど
、

そ
し
て
両
者
で
優
遇
措
置
は
少
し
異
な
る
け

れ
ど
、
お
お
ざ
っ
ぱ
に
い
え
ば
、
そ
う
い
う

こ
と
だ
よ
。

と
こ
ろ
で
、
i
D
e
C
o
も
N
I
S
A

も
横
文
字
で
す
が
、
そ
も
そ
も
ど
う
い
う
意

味
な
ん
で
す
か
？

i
D
e
C
o
は
、individual-type 

D
efined C

ontribution pension plan

の
一
部
を
と
っ
て
つ
け
ら
れ
た
愛
称
な
ん
だ
。

こ
の
元
の
長
い
名
称
は
直
訳
す
れ
ば
「
個
人

型
確
定
拠
出
年
金
」と
な
る
。

年
金
の
一
種
で
す
か
…
…
。

年
金
と
い
っ
て
も
公
的
年
金
で
は
な
く

て
私
的
年
金
だ
よ
。
確
定
拠
出
年
金
は
、「
拠

出
が
確
定
し
て
い
る
年
金
」と
い
う
意
味
だ
。

「
拠
出
」と
い
う
の
は
掛
金
の
こ
と
で
、
掛

金
の
額
が
決
ま
っ
て
い
る
年
金
、
と
い
う
こ

と
だ
よ
。

掛
金
が
決
ま
っ
て
い
る
の
は
当
た
り
前

じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

そ
う
と
も
い
え
な
い
よ
。
年
金
制
度
は

大
き
く
２
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
給

付
つ
ま
り
年
金
額
が
確
定
し
て
い
る
も
の
、

も
う
ひ
と
つ
が
拠
出
つ
ま
り
掛
金
額
が
確
定

し
て
い
る
も
の
だ
。

89

何が違う？
― iDeCoとNISA

（前編）

「
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
」

「
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
」
――
そ
ん
な
動
き
を
背
景
に
、
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

そ
ん
な
動
き
を
背
景
に
、
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た

な
っ
た
ii イ
デ

コ

イ

デ

コ

DD
ee
CC
oo
とと
NNニ

ー

サ

ニ

ー

サ

I
S
A

I
S
A
。
セ
ッ
ト
で
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
両
者
は
似
て

。
セ
ッ
ト
で
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
両
者
は
似
て

非
な
る
も
の
。
何
が
ど
う
違
う
の
か
。
ど
ち
ら
が
有
利
な
の
か
。
い
ま
さ
ら
人
に
聞
け

非
な
る
も
の
。
何
が
ど
う
違
う
の
か
。
ど
ち
ら
が
有
利
な
の
か
。
い
ま
さ
ら
人
に
聞
け

な
い
キ
ホ
ン
の
キ
。

な
い
キ
ホ
ン
の
キ
。
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★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

て
受
け
取
っ
た
り
、
一
時
金
で
受
け
取
る
こ

と
も
で
き
る
け
れ
ど
、
そ
れ
ま
で
は
、
死
亡

し
た
場
合
な
ど
を
除
い
て
引
き
出
せ
な
い
。

こ
れ
に
対
し
N
I
S
A
は
年
金
で
は
な
く

出
し
入
れ
自
由
な
「
口
座
」だ
か
ら
、
い
つ

で
も
口
座
内
の
株
式
や
投
資
信
託
を
売
却
し

て
換
金
し
て
、
引
き
出
す
こ
と
は
自
由
だ
。

i
D
e
C
o
は
60
歳
に
な
る
ま
で
引
き

出
せ
な
い
と
い
う
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で

す
ね
。そ

れ
は
そ
う
だ
け
ど
、
逆
に
い
う
と

だ
か
ら
こ
そ
確
実
に
老
後
資
金
を
蓄
え
る

こ
と
が
で
き
る
、
と
も
い
え
る
。
そ
し
て
、

i
D
e
C
o
も
N
I
S
A
も
税
制
優
遇
措

置
が
あ
る
こ
と
は
共
通
だ
け
ど
、
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
分
、
i
D
e
Co
の
ほ
う
が
よ
り
多

く
の
配
慮
が
み
ら
れ
る
ん
だ
（
以
下
次
号
）。

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

ひ
と
つ
目
の
「
年
金
額
が
確
定
し
て
い

る
も
の
」と
い
う
の
は
、
は
じ
め
に
「
い
く

ら
年
金
を
払
う
か
」を
決
め
て
、
そ
れ
に
見

合
う
掛
金
を
設
定
す
る
ん
だ
。
だ
か
ら
、
給

付
は
確
定
し
て
い
る
が
、
拠
出
つ
ま
り
掛
金

は
確
定
し
て
い
な
い
。
年
金
資
産
の
運
用
が

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
す
れ
ば
掛
金
を
増

や
す
こ
と
に
な
る
か
ら
ね
。
こ
れ
に
対
し

「
確
定
拠
出
」は
、
掛
金
は
確
定
し
て
い
る
が
、

給
付
は
確
定
し
て
い
な
い
。
運
用
が
う
ま
く

い
か
な
い
と
き
は
、
給
付
つ
ま
り
年
金
額
が

減
る
こ
と
に
な
る
。
i
D
e
C
o
の
大
き
な

特
徴
は
、
運
用
次
第
で
年
金
額
が
増
え
る
こ

と
も
減
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
な
ん
だ
。

変
額
個
人
年
金
保
険
の
よ
う
な
も
の
で

す
ね
。そ

う
だ
ね
。
た
だ
、
変
額
個
人
年
金
は
保

険
会
社
が
運
用
す
る
の
に
対
し
、
i
D
e
C
o

は
加
入
者
自
ら
が
運
用
す
る
、
つ
ま
り
ど
の

株
に
投
資
す
る
か
な
ど
を
自
分
で
決
め
る
。

そ
の
点
は
大
き
な
違
い
だ
よ
。

N
I
S
A
の
ほ
う
は
何
の
略
で
す
か
？

Nippon Individual Saving Account

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
だ
よ
。
直
訳
す
れ

ば
「
日
本
個
人
貯
蓄
口
座
」と
な
る
。

こ
ち
ら
は
貯
蓄
口
座
で
す
か
。
銀
行
の

口
座
み
た
い
な
も
の
で
す
か
。

貯
蓄

―Saving

―
と
い
う
言
葉

が
入
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
預
金
と
は
違
う
。

銀
行
や
証
券
会
社
に
専
用
の
口
座
を
作
っ
て
、

株
式
や
投
資
信
託
に
投
資
し
て
資
産
を
蓄
え

る
も
の
だ
。

そ
れ
で
、
け
っ
き
ょ
く
i
D
e
C
o
と

N
I
S
A
は
ど
う
違
う
の
で
す
か
？

端
的
に
い
え
ば
i
D
e
C
o
は
私
的
年

金
、
N
I
S
A
は
投
資
用
の
専
用
口
座
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
上
の
大
き
な
違
い

は
、
i
D
e
C
o
は
年
金
の
た
め
に
お
金
を

貯
め
る
仕
組
み
だ
か
ら
途
中
で
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
。
60
歳
に
な
れ
ば
年
金
と
し

60
歳
に
な
る
ま
で

引
き
出
せ
な
い

09 2022  |  September



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

公
益
財
団
法
人
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
59
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

都道府県別賞一等

このコーナーは公益財団法人生命保険文化センターのご協力を得て作成されています。生命保険文化センターでは、
生命保険にまつわるさまざまな情報を発信していますので、ホームページをぜひご覧ください。▶▶▶▶ https://www.jili.or.jp/

ロ
イ
ヤ
ル
ス
ト
レ
ー
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
と
生
命
保
険

福
岡
県　

上
智
福
岡
中
学
校　

二
学
年　

溝み
ぞ

口ぐ
ち　

奏そ
う

真ま

ぼ
く
の
父
は
ガ
ン
だ
。

「
ト
ラ
ン
プ
の
ポ
ー
カ
ー
な
ら
、ロ
イ
ヤ
ル
ス
ト
レ
ー
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ

を
最
初
の
手
札
で
配
ら
れ
る
よ
り
も
難
し
い
ん
だ
」

と
父
は
冗
談
を
言
う
。
珍
し
い
ガ
ン
を
希
少
ガ
ン
と
呼
ぶ
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
水
泳
の
池
江
璃
花
子
選
手
は
、
急
性
リ
ン
パ
性

白
血
病
の
難
病
を
乗
り
越
え
て
出
場
、
な
ど
と
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ

れ
て
い
る
。
実
は
難
病
に
も
定
義
が
あ
り
、
十
万
人
に
六
人
の
発
生

率
で
、ど
ん
な
病
気
が
難
病
に
該
当
す
る
か
、細
か
く
決
ま
っ
て
い
る
。

そ
う
な
る
と
該
当
し
な
い
病
気
も
出
て
く
る
。
父
は
百
万
人
に
一

人
の
確
率
で
な
る
大
変
珍
し
い
ガ
ン
で
、
難
病
の
定
義
に
あ
て
は
ま

ら
な
い
。
ポ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
調
べ
た
ら
、
本
当
に
父
の
言
う
通
り

で
、
ロ
イ
ヤ
ル
ス
ト
レ
ー
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
方
が
一
・
五
倍
、
父
の

ガ
ン
よ
り
出
や
す
い
の
だ
。
カ
ジ
ノ
で
大
儲
け
で
き
る
レ
ベ
ル
だ
ね
、

と
笑
い
な
が
ら
、
心
の
底
で
は
と
て
も
驚
い
た
。
そ
ん
な
誰
も
聞
い

た
こ
と
の
な
い
、
普
通
の
医
者
で
も
知
ら
な
い
ほ
ど
珍
し
い
病
気
に

は
、
難
病
と
い
う
名
前
は
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
。

こ
う
し
た
事
情
も
あ
り
、
家
で
は
よ
く
お
金
の
話
を
す
る
。
国
に

は
健
康
保
険
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
加
入
者
本
人
は
医
療
費
の
三
割

を
負
担
す
れ
ば
い
い
、
安
心
で
き
る
い
い
制
度
と
思
う
。
し
か
し
す

べ
て
の
病
気
に
三
割
負
担
が
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
難
病
程

度
な
ら
保
険
が
適
用
さ
れ
る
が
、
父
の
場
合
は
病
気
が
ま
れ
過
ぎ
て
、

保
険
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
う
な
る
と
す
べ
て
が
自
己
負

担
に
な
る
。
そ
し
て
抗
ガ
ン
剤
は
と
て
も
高
い
と
聞
い
た
。

な
の
で
、
家
で
は
お
金
の
話
を
よ
く
す
る
。
国
民
全
員
が
対
象
の

健
康
保
険
の
他
に
、
個
人
が
自
分
で
加
入
す
る
保
険
が
あ
り
、
生
命

保
険
が
そ
の
例
だ
。
加
入
し
た
本
人
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
に

支
払
わ
れ
る
保
険
で
、
父
は
そ
れ
に
つ
い
て
ぼ
く
に
話
し
た
。
父
が

亡
く
な
っ
た
ら
、
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
、
し
か
し
保
険
金
だ
け
で

10



は
、
ぼ
く
や
妹
や
母
が
こ
れ
か
ら
将
来
に
わ
た
っ
て
は
生
活
で
き
な

い
、
と
。
た
だ
、
ぼ
く
の
学
費
を
何
と
か
出
せ
る
程
度
に
は
な
る
と

言
っ
た
。
も
し
父
に
何
か
が
あ
っ
た
ら
、
母
も
働
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
仕
事
が
見
つ
か
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。
ぼ
く
は
、
自
分
が
母

に
代
わ
っ
て
家
や
妹
の
面
倒
を
見
て
、
塾
に
行
き
た
い
の
を
我
慢
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
覚
悟
し
た
。

ま
ず
今
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
家
事
を
手
伝
い
、
食
べ
た
い
ご
飯

を
自
分
で
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
妹
も
そ
う
し
た
。
そ
し
て
将
来

は
奨
学
金
を
も
ら
え
る
く
ら
い
、
が
ん
ば
っ
て
成
績
を
上
げ
た
い
。

自
分
の
こ
と
を
自
分
で
や
る
責
任
を
持
ち
た
い
と
思
う
。

生
き
て
い
く
た
め
に
は
お
金
が
必
要
な
の
が
現
実
だ
。
残
さ
れ
た

家
族
は
、
お
金
の
こ
と
が
と
て
も
不
安
だ
。
生
命
保
険
金
が
あ
る
こ

と
で
、
お
金
が
無
く
な
っ
て
家
を
追
い
出
さ
れ
る
、
食
べ
る
も
の
に

困
る
よ
う
な
時
は
、
す
ぐ
に
は
来
な
い
。
ぼ
く
が
食
べ
た
い
お
菓
子

を
買
え
な
か
っ
た
り
、
お
金
が
な
く
て
学
校
で
恥
ず
か
し
い
思
い
を

し
な
く
て
す
む
状
態
が
何
年
か
あ
る
。
こ
う
し
て
、
当
面
の
間
の
生

活
が
安
定
す
る
こ
と
は
、
家
族
に
と
っ
て
と
て
も
安
心
だ
。
生
命
保

険
と
い
う
制
度
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
身
近
に
な
っ
て
み
て
、
本
当

に
助
か
る
と
わ
か
る
。

父
か
ら
「
早
く
自
立
す
る
よ
う
に
」
と
も
言
わ
れ
た
。
自
分
の
力

で
お
金
を
稼
い
で
生
活
し
て
い
け
と
い
う
意
味
だ
。
数
年
の
間
を
保

険
金
で
や
り
く
り
で
き
た
ら
、
義
務
教
育
が
終
わ
っ
て
高
校
生
く
ら

い
か
ら
自
分
の
力
で
生
き
て
い
く
と
い
う
意
識
を
し
な
い
と
い
け
な

い
と
思
う
。

そ
し
て
ぼ
く
の
祖
父
も
ガ
ン
に
な
っ
た
。
二
週
間
前
に
わ
か
り
、

す
ぐ
入
院
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ぼ
く
は
人
生
で
は
突
然
ど
ん
な
こ

と
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
経
験
を
身
近
に
し
て
い
る
の
で
、
突
然
家

族
に
起
き
る
不
幸
な
こ
と
に
備
え
る
こ
と
は
大
事
だ
と
理
解
し
て
い

る
。
そ
し
て
同
じ
学
年
の
ク
ラ
ス
の
友
達
よ
り
も
、
少
し
は
自
分
が

成
長
で
き
た
と
思
う
。
辛
く
て
も
、
前
を
向
い
て
生
き
る
し
か
な
い
。

そ
の
生
き
る
最
中
の
い
ざ
と
い
う
時
に
、
頼
り
に
で
き
る
存
在
が
保

険
な
の
だ
。

B5判・68ページ（オールカラー）
１部200円（税込・送料別）

B5判・64ページ（オールカラー）
１部200円（税込・送料別）

「ねんきんガイド」は、公的年金制度と個人年金保険などの仕組み
を図表やQ&Aを用いてわかりやすく解説した小冊子です。今回の
改訂では、繰上げ受給時の減額率の緩和や繰下げ受給の上限年齢引
上げ、在職老齢年金制度の見直しなど、2022（令和 4）年 4月か
らの公的年金制度改正を反映しています。

「ほけんのキホン」は、生命保険の仕組みや活用方法などが基礎か
らわかる、生命保険のやさしい基本書です。今回の改訂では、デー
タの最新化とあわせ、電子書籍でもより見やすくなるようデザイン
を修正しました。また、新たに「生命保険契約照会制度」について
も掲載しました。

お申込みは（公財）生命保険文化センターホームページ（https://www.jili.or.jp/）で
どうぞ。電子版を Amazon で販売しています！
タイムリー、そして役立つ情報が満載！メールマガジンのご登録をぜひどうぞ
（公財）生命保険文化センターでは毎月数回、社会保障制度の動向や
税制改正など役立つ情報をメールマガジンにて無料でお届けしていま
す。登録はホームページ上のバナーから簡単にできます。

メールマガジン　生命保険・生活設計に関する情報をお届けしています

｢ねんきんガイド｣、｢ほけんのキホン」の 
改訂版ができました！　

　

　　新刊のご案内

　
　

　　新刊のご案内

11 2022  |  September



第 　 回

間
も
な
く
75
歳
に
な
り
ま
す
。
75
歳
に

な
る
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対

象
に
な
る
と
の
こ
と
で
、
そ
の
保
険
証
が
送
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
私
は
会
社
経
営
を
し
て
い
て
、

こ
れ
ま
で
協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

妻
は
２
つ
年
下
で
私
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者

に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
が
75
歳
に
な
っ
て
協
会

け
ん
ぽ
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
る
と
、

妻
の
健
康
保
険
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
は
被
扶
養
者

の
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
奥
さ
ま
は
独
自
に
国
民
健
康
保
険
の
被
保

QA

険
者
に
な
る
な
ど
の
対
応
が
必
要
で
す
。

公
的
医
療
保
険
に
は
健
康
保
険
（
協
会
け
ん

ぽ
や
健
康
保
険
組
合
が
運
営
す
る
も
の
）や
国

民
健
康
保
険
（
市
区
町
村
な
ど
が
運
営
す
る
も

の
）が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
対
象
は
75
歳

未
満
の
人
で
あ
り
、
75
歳
以
上
の
人
は
す
べ
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
健
康
保
険
の
加
入
者
も
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
も
75
歳
に
な
る
と
、
そ
れ
ら
か

ら
脱
退
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
に
な
り
ま
す
。

以
下
、
説
明
の
便
宜
上
、
相
談
者
を
Ａ
さ
ん
、

そ
の
妻
を
Ｂ
さ
ん
と
し
て
話
を
進
め
ま
す
。
健

康
保
険
で
は
被
保
険
者
（
Ａ
さ
ん
）に
扶
養
さ

れ
て
い
る
人
（
Ｂ
さ
ん
）は
被
扶
養
者
と
い
う

扱
い
に
な
り
ま
す
。「
扶
養
さ
れ
て
い
る
」と

い
う
の
は
「
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
」と
い

う
こ
と
で
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
（
Ｂ
さ
ん
）の

年
収
が
一
定
額
（
60
歳
未
満
は
1
3
0
万
円
、

60
歳
以
上
は
1
8
0
万
円
）未
満
で
あ
る
か

「
被
扶
養
者
」の
制
度
は
な
い

75 歳で後期高齢者に、
年下の妻の健康保険は？

ど
う
か
に
よ
り
判
断
さ
れ
ま
す
。
Ａ
さ
ん
夫
婦

の
場
合
、
Ｂ
さ
ん
が
こ
の
要
件
に
当
て
は
ま
る

の
で
Ａ
さ
ん
が
被
保
険
者
で
あ
る
健
康
保
険
の

被
扶
養
者
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

さ
て
、
Ａ
さ
ん
が
75
歳
に
な
る
と
、
Ａ
さ
ん

は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
に
な
り

ま
す
が
、
Ｂ
さ
ん
は
ま
だ
75
歳
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
の
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
Ａ
さ
ん
は
健
康
保
険
の

被
保
険
者
で
は
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
Ｂ
さ
ん

も
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
は
被
扶
養
者

と
い
う
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
（
扶
養
家
族
も
含

め
一
人
ひ
と
り
が
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
）の

で
、
Ｂ
さ
ん
は
Ａ
さ
ん
と
は
別
に
、
公
的
医
療

保
険
に
入
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
Ａ
さ
ん
の
ほ
か
に
、
家
族
に
健
康
保

険
の
被
保
険
者
が
い
れ
ば
（
た
と
え
ば
子
ど
も

が
会
社
員
で
あ
る
な
ど
）、
そ
の
被
扶
養
者
と

し
て
健
康
保
険
に
入
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
家
族
が
い
な
け
れ
ば
、
Ｂ

さ
ん
自
身
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
な

る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
市
区
町
村
役
場
で
手
続

66
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桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役  
（コミュニケーションクリエーター）
富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、起業。
オンラインを活用したセミナー・講演・研修を数多
く実施。コミュニケーショントレーニングの受講
者は全国規模で 5 万人を超える日本では数少ない
ヒューマンスキル分野で 20 年以上のエキスパート。
中でも女性の自立・起業支援の活動には情熱が高く

「自分を活かす」ことをテーマにした講演・セミナー
は業種を超えて大好評。日経 BP コラムニスト、2 児の母。
セミナー・講演イメージ▶ https://fcommu.net/

★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

残暑とはいえ、空を見上げると心が軽くなる季節で
すね！　まるで季節の変化を楽しむように、いつで
も気持ちよく過ごしたいと思いながらも、何となく
気持ちが落ち込む瞬間は誰にでもあるものです。
そこで今回は、自分が上手くいかない時や迷った
時に“心を軽く前向きにする”簡単な方法をご紹介
しましょう。まずは、気持ちが落ち込んだ時に無意
識に口にしている自分の「言葉のくせ」を思い出し
てみます。「言葉のくせ」というのは“意思のない心
の声”です。たとえば、上手くいかずにガッカリした
時に「あ～あ～、疲れた」と言ったりしませんか？　
この何気なく使っている「言葉」に今一度意識を向
けてみましょう。もしかしたら、自分に言ってあげた
い本当の心の声は「今日
の私はホントに頑張った」
なのかもしれません。大切
なのは“意思がある心の
声”を主役にすることで
す。言葉の習慣が変わると
気持ちも行動も驚くほど
軽くなるのを感じますよ♥

素敵な人がやっている小さな習慣

～意志ある心の声が主役～

き
が
必
要
で
す
）。

Ｂ
さ
ん
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
れ
ば
、

保
険
料
の
納
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
健
康
保

険
で
は
、
被
扶
養
者
分
の
保
険
料
の
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
新
た
な
保
険
料
負
担
が
生
じ

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
（
健
康

保
険
の
被
保
険
者
が
75
歳
に
な
っ
て
、
そ
の
被

扶
養
者
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
な
っ

保
険
料
負
担
が
生
じ
る
が
…
…

た
場
合
）に
は
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
が

減
免
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

病
院
な
ど
で
診
療
を
受
け
た
場
合
の
自
己
負
担

割
合
は
原
則
１
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
保

険
で
は
70
歳
以
上
の
人
の
自
己
負
担
割
合
は
原

則
２
割
な
の
で
、
自
己
負
担
は
少
な
く
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
い
わ
ゆ
る
現
役
並
み

所
得
者
は
３
割
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
Ａ
さ
ん
は

会
社
経
営
者
な
の
で
こ
れ
に
該
当
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
）。
ま
た
、
今
年
（
2
0
2
2
年
）

10
月
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
も
、
自

己
負
担
割
合
が
２
割
の
区
分
が
新
設
さ
れ
、
所

得
に
応
じ
て
、
１
割
、
２
割
、
３
割
の
い
ず
れ

か
に
な
り
ま
す
。

社会保険労務士、
1級ファイナンシャル・プランニング技能士
ファイナンシャル・プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会
保険労務士事務所所長。生命保険各社
で年金やFP受験対策の研修、セミナー
の講師を務めている。

公式HP

▶

https://www.officetakeda.jp/

Profile

武田 祐介

Vol.126
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お
客
様
の
ド
ラ
え
も
ん
に
な
り
た
い

　
～
個
々
の
お
客
様
に
あ
わ
せ
た

　
　
　
情
報
提
供
を
す
る
た
め
の
工
夫
～

『
お
客
様
が
日
々
笑
っ
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
』
と
い
う
営
業
理
念
の
も
と
、

保
険
商
品
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
、

人
生
に
寄
り
添
え
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す

―
異
業
種
か
ら
の
ご
転
職
だ
そ
う
で
す
ね

岩
崎　
当
時
、
仕
事
が
と
て
も
忙
し
か
っ
た
の

で
、
家
族
も
大
事
に
で
き
る
働
き
方
を
し
た
い

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、

目
標
に
し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
方
が
弊
社
に

い
た
の
で
転
職
を
決
め
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

生
命
保
険
業
界
も
仕
事
量
は
多
い
で
す
が
、
自

分
で
仕
事
を
管
理
す
る
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
、
家
族
の
時
間
も
大
切
に
し

な
が
ら
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

―
岩
崎
さ
ん
に
と
っ
て
目
標
に
し
た
い
先

自
己
管
理
を
考
え
る
よ
う
に

輩
は
ど
の
よ
う
な
方
だ
っ
た
の
で
す
か

岩
崎　
お
客
様
の
方
を
向
い
て
仕
事
を
さ
れ
て

い
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
社
内
の
世

話
役
や
J
A
I
F
A
の
活
動
も
積
極
的
に
さ

れ
る
な
ど
、
と
に
か
く
面
倒
見
の
良
い
方
な
の

で
す
。
人
は
、
仕
事
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
業

界
は
、
活
躍
で
き
れ
ば
、
収
入
に
も
直
結
し
ま

す
。
し
か
し
、
自
分
は
収
入
だ
け
で
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
い
な
、
と
考
え

ま
し
た
。
先
輩
の
生
き
方
を
目
標
に
し
た
こ
と

が
、
い
ま
の
自
分
の
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
の

ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

1976年（ 昭 和51年 ）6月30日 生 ま れ。 
京 都 府 京 都 市 出 身。 平 成18年4月 に 
募集人登録、勤続17年目。 
エイジェンシープレーイング
マネージャー兼エグゼクティ
ブコンサルタント。社内表
彰はTOPクラブ2回、MVP 
1回。MDRT3回入会。
趣味は妻と外食。家族は妻
と子供1人。血液型A型。

Vol.120

岩崎 裕行さん

メットライフ生命保険株式会社 
京都烏丸エイジェンシーオフィス
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―
最
初
の
営
業
開
拓
は
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か

岩
崎　
前
職
の
営
業
先
の
お
客
様
と
そ
の
ま
ま

お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
こ
ろ
か
ら
始

め
ま
し
た
。
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、
た

く
さ
ん
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ね
。
お
客
様

が
増
え
て
い
く
う
ち
に
、
自
分
の
中
で
、
営
業

理
念
が
固
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

―
具
体
的
に
岩
崎
さ
ん
の
営
業
理
念
を
教

え
て
く
だ
さ
い

岩
崎　
お
客
様
に
一
生
涯
笑
っ
て
過
ご
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
女
性

の
方
が
家
庭
の
中
心
で
、
家
事
育
児
仕
事
、
す

べ
て
に
お
い
て
、
大
車
輪
の
活
躍
を
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
上
、
お
金
の
勉
強
や
保
険
の
勉
強
も

し
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
ん
な
女
性
の
方
が
安

心
し
て
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
た
ら
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
生
命
保
険
な
ど
私
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
担に

な

え
る
部
分
は
、
提
案
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
サ
ポ
ー
ト
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
大
層

な
こ
と
で
な
く
て
も
よ
い
の
で
す
。た
と
え
ば
、

先
日
、
お
客
様
の
ご
自
宅
の
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン

が
壊
れ
た
と
い
う
お
話
を
聞
い
て
、
状
況
を
詳

し
く
伺
っ
て
み
る
と
火
災
保
険
の
給
付
が
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
給
付
申
請
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
伝
え
し

て
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

ほ
ん
と
う
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
雑
談
か
ら
始

ま
っ
た
話
な
の
で
す
が
、
そ
う
や
っ
て
、
日
々

の
生
活
に
自
分
の
存
在
が
役
に
立
て
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
お
客
様
か
ら
喜
ば
れ
た
で
し
ょ
う
ね

岩
崎　
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
お
役
に
立
て

た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。
と
に
か
く
、
何
か
聞
か

れ
た
ら
、「
ど
ん
な
分
野
の
こ
と
で
も
答
え
ま
す

か
ら
、
何
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ご
相
談
を
受
け
た

と
き
に
何
で
も
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
専
門
分

野
を
問
わ
ず
幅
広
い
情
報
の
引
き
出
し
を
持
っ

て
お
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
相
談
を
し
た
ら

悩
み
を
解
決
し
て
く
れ
る
、
ド
ラ
え
も
ん
の
よ

う
な
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
岩
崎
さ
ん
の
販
売
先
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い

岩
崎　
8
割
以
上
が
個
人
営
業
に
な
り
ま
す
。

法
人
契
約
も
、
元
々
は
個
人
的
に
お
付
き
合
い

が
あ
っ
て
、
事
業
を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
り
、
拡

大
さ
れ
た
り
と
い
う
方
が
多
い
で
す
。
手
続
き

な
ど
が
必
要
な
過
程
で
は
そ
の
分
野
の
専
門
家

を
紹
介
し
つ
つ
、
保
険
の
紹
介
も
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
17
年

働
い
て
い
る
と
、
当
時
は
会
社
で
役
職
が
な

紹
介
＝
人
脈
を
広
げ
る
と
い
う
こ
と
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か
っ
た
方
が
、
役
員
に
な
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
そ
こ
か
ら
ご
契
約
に
繋
が
っ
て
い
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
を
し
っ
か
り
し
な
が
ら
お
付
き
合
い

を
長
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

―
長
く
営
業
を
続
け
て
い
く
た
め
の
、
紹
介

の
コ
ツ
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い

岩
崎　
紹
介
と
い
う
の
は
、
お
客
様
が
生
命
保

険
が
良
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
け

た
場
合
に
自
然
に
発
生
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
生
命
保
険
の
話
を
聞
い

て
く
だ
さ
る
方
を
紹
介
い
た
だ
く
、
と
い
う
手

法
を
私
は
使
い
ま
せ
ん
。
生
命
保
険
は
必
要
な

も
の
で
す
が
、
良
い
と
実
感
し
づ
ら
い
か
ら
で

す
。
紹
介
、
と
い
う
こ
と
を
も
う
少
し
大
き
な

視
点
か
ら
捉
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
も
う
少
し
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い

岩
崎　
私
は
、
紹
介
と
は
人
脈
を
広
げ
る
こ
と

だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
な
に

も
最
初
か
ら
保
険
の
話
が
で
き
る
人
を
紹
介
し

て
ほ
し
い
、
と
誰
か
に
依
頼
す
る
必
要
は
な
い

の
で
す
。
紹
介
し
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
は
、

保
険
の
話
題
で
は
な
く
て
い
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
代
わ
り
、
話
題
に
な
る
ネ
タ
の
引
き

出
し
を
た
く
さ
ん
増
や
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
投
資
の
話
、
美
味
し
い

お
店
の
話
な
ど
、
こ
ち
ら
側
か
ら
頼
ま
な
く
て

も
お
客
様
に
拡
散
し
て
い
た
だ
け
そ
う
な
話
題

を
き
っ
か
け
に
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
、
人
間
関

係
を
作
っ
た
上
で
保
険
も
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
い
う
よ
う
な
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し

て
い
ま
す
。

―
長
年
営
業
を
さ
れ
て
気
づ
か
れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

岩
崎　
今
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
支
え

ら
れ
て
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
私
が
営
業
を
始
め
て
か
ら
、
17
年
と
い
う

年
月
が
経
ち
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
ず
っ
と
お
付

き
合
い
の
あ
る
お
客
様
も
、
長
い
方
だ
と
17
年

と
い
う
月
日
が
流
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
も
ち
ろ
ん
良
い
面
も
あ
り
ま
す
。
出
会
っ

た
頃
は
経
済
的
な
ご
事
情
で
、
そ
れ
ほ
ど
保
険

に
は
加
入
さ
れ
な
い
と
い
う
方
で
も
、
時
間
が

経
つ
こ
と
で
、
貯
蓄
性
商
品
に
対
す
る
需
要
が

出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
の
状
況

が
変
わ
っ
て
、
お
子
様
の
保
険
を
考
え
て
く
だ

さ
る
方
も
い
ま
す
。
一
方
で
、
新
し
い
客
層
を

開
拓
し
な
い
と
、
自
分
が
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
お
客
様
は
年
齢
が
上
が
っ
て
い
き
、
最
適
な

保
険
を
提
案
し
づ
ら
い
状
況
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
主
に
30
代
く
ら
い
の
、
住

宅
を
購
入
し
よ
う
と
検
討
し
て
い
る
層
へ
ア
プ

自
分
に
し
か
で
き
な
い
、

お
客
様
の
た
め
の
情
報
提
供
を
目
指
す
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掛
か け

飛
ひ

 まどか
慶應義塾大学文学部卒業後、大手生命保険会
社の FP 専門職として営業職員の活動をサ
ポート。退社後、生損保の販促ツールやデー
タ集の制作、執筆などの業務に携わったの

ち、2007 年より独立。
保険分野にとどまらな
い執筆活動、親子や女
性向けのイベントの企
画運営、鉄ミネラルア
ドバイザーなど、『人と
モノとバショをつなぐ』 
と い う コ ン セ プ ト で 
活動中。

Interviewer
応   援   メ　ッ  セ   ー  ジ

ロ
ー
チ
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
場
合
も
情
報

提
供
を
意
識
し
て
い
き
ま
す
。
住
宅
購
入
を
検

討
し
て
い
る
層
と
知
り
合
う
た
め
に
は
、
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
で
す
か
ら
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
に
と
っ

て
の
メ
リ
ッ
ト
を
作
っ
て
繋
い
で
い
た
だ
き
、

お
客
様
へ
提
案
し
て
い
く
と
い
う
、
二
重
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
方
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
情
報
提
供
を
心
掛

け
る
よ
う
に
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
頼
れ
る

存
在
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

―
非
常
に
遠
回
り
な
活
動
に
も
見
え
ま
す

岩
崎　
そ
う
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
私
は
こ
の
よ
う
な
活
動
が

自
分
に
と
っ
て
、
お
客
様
の
お
役
に
立
っ
て
い

る
と
い
う
満
足
感
を
得
ら
れ
る
や
り
方
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時

代
で
は
、
S
N
S
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
で

簡
単
に
情
報
に
た
ど
り
着
け
る
時
代
な
の
で

す
。
も
は
や
、
ラ
イ
バ
ル
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の

動
画
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
あ
る
程
度
の
情
報
で

あ
れ
ば
、
検
索
し
た
ら
す
ぐ
に
出
て
き
て
し
ま

い
ま
す
。
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
と

こ
ろ
を
突
き
詰
め
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

組
み
合
わ
せ
、
そ
れ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
や
人

の
紹
介
が
で
き
る
と
い
う
、
お
客
様
に
と
っ
て

の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
す
る

こ
と
な
の
で
す
。情
報
を
複
合
的
に
利
用
し
て
、

よ
り
お
客
様
に
寄
り
添
え
る
よ
う
な
人
間
関
係

を
作
る
、
そ
れ
が
、
私
自
身
の
生
命
保
険
営
業

の
真
髄
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

個
人
営
業
を
こ
な
し
な
が
ら
、
採
用
や
育

成
も
同
時
に
こ
な
し
て
い
る
と
い
う
岩
崎

さ
ん
。
そ
の
活
動
の
背
景
に
は
、
お
客
様

へ
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
の
質
を
確
保
し

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

『
営
業
担
当
が
退
職
し
た
後
の
、
お
客
様

の
引
継
ぎ
と
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ

る
』
と
い
う
問
題
は
、
生
命
保
険
業
界

全
体
に
い
え
る
こ
と
だ
と
考
え
、
そ
の

対
策
と
し
て
、
自
分
の
跡
継
ぎ
を
育
て

た
い
と
い
う
思
い
を
お
持
ち
で
す
。

お
客
様
を
大
切
に
し
、
業
界
の
未
来
を

見
つ
め
る
岩
崎
さ
ん
の
お
姿
に
感
動
し

ま
し
た
！
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ログイン方法が簡単に
なりました！

今すぐログイン

生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!
生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!

JAIFA学習帖

「　　　　　　 」サイト

す
。
特
に
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
要
注
意
で
す
。

①
短
期
間
に
多
く
の
ク
レ
カ
を
申
し
込
む

何
枚
も
の
ク
レ
カ
を
一
気
に
申
し
込
む「
多
重

申
込
」を
す
る
と
、
審
査
が
通
り
に
く
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ク
レ
カ
審
査
の
際
、
カ
ー

ド
会
社
は
ク
レ
カ
の
情
報
を
管
理
す
る「
信
用
情

報
機
関
」の
情
報
を
参
照
し
ま
す
。
申
込
情
報
は

信
用
情
報
機
関
に
６
か
月
間
保
管
さ
れ
る
の
で
、

当
然
な
が
ら
カ
ー
ド
会
社
は
多
重
申
込
に
気
づ

き
ま
す
。
そ
こ
で「
返
済
能
力
以
上
に
お
金
を
使

い
た
い
の
で
は
？
」と
カ
ー
ド
会
社
に
判
断
さ
れ

て
し
ま
う
と
、審
査
が
通
り
に
く
く
な
る
の
で
す
。

も
し
複
数
枚
の
ク
レ
カ
を
申
し
込
み
た
い
場

合
は
、
６
か
月
以
上
間
隔
を
あ
け
た
ほ
う
が
い

い
で
し
ょ
う
。

②
ク
レ
カ
を
短
期
間
で
解
約
す
る

ク
レ
カ
を
発
行
す
る
と
、
特
典
と
し
て
ポ
イ
ン

ト
還
元
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
が
受
け
ら
れ
た
り
、

景
品
が
も
ら
え
た
り
し
ま
す
。
し
か
し
、
特
典

を
目
当
て
に
し
て
ク
レ
カ
を
作
り
、
特
典
を
受
け

取
っ
て
す
ぐ
解
約
し
た
場
合
、カ
ー
ド
会
社
は「
特

典
目
的
の
発
行
だ
っ
た
」と
判
断
し
、
次
回
以
降

の
カ
ー
ド
発
行
を
断
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

最
低
で
も
１
年
程
度
は
ク
レ
カ
を
使
っ
て

（
も
し
く
は
保
有
し
て
）か
ら
解
約
し
ま
し
ょ
う
。

③
ク
レ
カ
で
換
金
性
の
高
い
も
の
を
買
う

ギ
フ
ト
券
や
商
品
券
、
ブ
ラ
ン
ド
品
と
い
っ

た
換
金
性
の
高
い
も
の
を
た
く
さ
ん
買
う
と
、

ク
レ
カ
の「
現
金
化
」に
つ
い
て
疑
わ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
金
券
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で

売
っ
て
、
現
金
に
変
え
て
い
る
の
で
は
…
…
と

思
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
ク
レ
カ
の
現
金
化

は
カ
ー
ド
会
社
の
規
約
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

も
し
発
覚
す
る
と
ク
レ
カ
の
利
用
停
止
や
強
制

解
約
に
な
る
こ
と
も
。
以
後
の
審
査
も
通
り
に

く
く
な
る
で
し
ょ
う
。

④
ク
レ
カ
の
支
払
い
を
滞
納
す
る

ク
レ
カ
の
使
い
方
で
も
っ
と
も
よ
く
な
い
の

は
、
支
払
い
の
滞
納
で
す
。
滞
納
す
る
と
ク
レ

カ
は
使
え
な
く
な
り
、
支
払
い
が
遅
れ
れ
ば
遅

延
損
害
金
を
支
払
う
必
要
も
出
て
き
ま
す
。

ク
レ
カ
の
滞
納
が
常
態
化
す
る
と
、
滞
納
履

歴
が
信
用
情
報
機
関
に
保
存
さ
れ
、
ク
レ
カ
だ

け
で
な
く
ロ
ー
ン
や
ス
マ
ホ
の
買
い
替
え
に
ま

で
影
響
が
及
ぶ
場
合
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ

け
速
や
か
に
返
済
し
ま
し
ょ
う
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド（
ク
レ
カ
）は
街
中
や
ネ
ッ

ト
で
使
え
る
だ
け
で
な
く
、
お
得
な
ポ
イ
ン
ト

も
つ
い
て
支
払
い
は
後
払
い
。
と
て
も
便
利
な

ツ
ー
ル
で
す
が
、
使
い
方
に
気
を
つ
け
な
い
と
信

用
力
が
下
が
っ
て
損
を
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま

便
利
な
分
、

き
ち
ん
と
使
わ
な
い
と
危
険
！ 使い方に気をつけて！クレジット

カードの信用力が落ちる行為

138
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ログイン方法が簡単に
なりました！

今すぐログイン

生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!
生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!

JAIFA学習帖

「　　　　　　 」サイト

今後もいつでも見や
すいようにホーム画面
に追加しましょう。

iPhone なら画面の下
部、iPad なら画面上
部のマークをタップ！
アンドロイドの方は ……

をタップ！
※機種により操作方法
が異なる場合があり
ます。

タップ！
※ iPhone、iPad での操作。� �
アンドロイドでは機種により操作
方法が異なる場合があります。

ホーム画面に追加 
さ れ た ア イコン
をタップすれば、
学習帖がいつでも
すぐに見られます！

毎月月初にコンテンツが追加されていきます。
●�リーフレットで学ぶ“保険提案”�
（生命保険提案、相続・法人の自学自習用のリーフレットです）
9月追加予定：個人No.12ご加入の生命保険が金融類似商品の 
対象となる条件をご存じですか？

●�“映像ライブラリー”で調べよう�
（相続・法人の基本用語を映像で解説。実践に使えるヒントが盛り沢山です）
9月追加予定：【法人】損益計算書

● 利用開始にあたっての会員情報入力・変更が不要となり、アクセスコード入力のみでログイン可能です。
● ログインのためのアクセスコードは、本誌 Present に掲載いたします （３か月に１回変更されます）。
●  2022 年３月以前にメールアドレス＋パスワードでログインされていた方も、お手数ですがアクセスコードの入力をお願いいたします。

J
A
I
F
A
学
習
帖
の

ロ
グ
イ
ン
方
法

2022 年
４月以降の

ログイン方法に
ついて

人気コンテンツ紹介
閲覧数
No.3
閲覧数
No.1
閲覧数
No.2

新コンテンツ

7 月～ 9 月のアクセスコード「0270」を
入力し、ログインボタンをクリック

※10月〜12月のアクセスコードは「1201」に変更となります。
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今大会はJAIFA「公益目的事業」です。
会員はもとより一般市民の方、ご友人お客様など、どなたでもご参加いただけます。

JAIFA創立60周年記念大会

大会規模

4,500名

in福岡

2022年10月13日（木）・14日（金）
開催日

ヒルトン福岡シーホーク
開催場所

今年度はJAIFA創立60周年を記念し、福岡県福岡市にて開催されます。
令和ゆかりの地でご来福をお待ちしています。
福岡ご当地グルメもお楽しみください。
大会へのご案内は、左記ページよりご確認の上お進みください。

大会参加定員について

10月13日（木）
創立60周年記念式典・
レセプション
参加定員 ▶900名

10月14日（金）
創立60周年記念大会
参加定員 ▶4,500名

お申し込み方法について

お申込み方法はWEBのみ、
1人につき1申込みとなります。

（複数での購入はできません。）
定員になり次第締め切らせて 
いただきますので、お早めに
お申込みください。

参加者募集開始のご案内

20









世界を変えた大発明

ラジオ

インターネットやテレビがメディアの主流になった今も災害時には頼れる存在!

プライベートを充実させる！
料理を楽しめば、
　人や地球にも良い効果が !?

在宅時間を使って料理に関心を持つ人が増えているようです
特 集

特集 第6回

連載 第5回

9
2022

トリプルアニバーサリーイヤー

日本をもっと元気よく JAIFAはこれからも、全国の被災地支援に取り組んでいきます
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『Present』9月号は、
スマートフォンでも
読むことができます。

生命保険の学習サイト
JAIFA学習帖
ご活用ください
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